
MACF礼拝説教要旨 
2021年 10月 10日 
「少年イエスと悩む両親」 
ルカによる福音書2章 
41 さて、両親は過越祭には毎年エルサレムへ旅
をした。 
42 イエスが十二歳になったときも、両親は祭り
の慣習に従って都に上った。 
43 祭りの期間が終わって帰路についたとき、少
年イエスはエルサレムに残っておられたが、両親
はそれに気づかなかった。 
44 イエスが道連れの中にいるものと思い、一日
分の道のりを行ってしまい、それから、親類や知
人の間を捜し回ったが、 
45 見つからなかったので、捜しながらエルサレ
ムに引き返した。 
46 三日の後、イエスが神殿の境内で学者たちの
真ん中に座り、話を聞いたり質問したりしておら
れるのを見つけた。 
47 聞いている人は皆、イエスの賢い受け答えに
驚いていた。 
48 両親はイエスを見て驚き、母が言った。「なぜ
こんなことをしてくれたのです。御覧なさい。お
父さんもわたしも心配して捜していたのです。」 
49 すると、イエスは言われた。「どうしてわたし
を捜したのですか。わたしが自分の父の家にいる
のは当たり前だということを、知らなかったので
すか。」 
50 しかし、両親にはイエスの言葉の意味が分か
らなかった。 
51 それから、イエスは一緒に下って行き、ナザレ
に帰り、両親に仕えてお暮らしになった。母はこ
れらのことをすべて心に納めていた。 
52 イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに
愛された。 
@@@@@@@ 
 

この箇所まででルカの福音書のいわゆる序文が終
わります。 
 
今日のメッセージは、身につまされるお話です。 
途方に暮れるマリアとヨセフの話だからです。 
両親にとっては「神が人となられた」というイエ
スという少年について「不思議なこと」「わかりに
くいこと」がたくさんあったことを記録して 
いるのです。 
 
ユダヤの習慣では12歳は大人になる年齢です。 
そのお祭りをするためにエルサレムに登ってきま
す。ちょうどその年の祭りの時、イエス様が成人
を迎える12歳の時でした。 
大人たちが 12 歳になった男の子を抱え上げ、奇
声を発して喜ぶ姿は今でもエルサレムではみるこ
とができます。 
マリアもヨセフもそういう習慣に対して誠実に実
行していました。 
事件はその帰宅途中に発覚しました。 
イエス様が見当たらないのです。 
大事件です。 
 
＊イエス様の不在に気づかない両親 
43 祭りの期間が終わって帰路についたとき、少
年イエスはエルサレムに残っておられたが、両親
はそれに気づかなかった。 
 
＊イエス様の知恵に気づかない両親 
両親は、慌てて戻った神殿でイエス様が学者たち
の話を聞き、尋ねている姿を発見して驚きます。 
47 聞いている人は皆、イエスの賢い受け答えに
驚いていた。 
48 両親はイエスを見て驚き、母が言った。 
「なぜこんなことをしてくれたのです。御覧なさ
い。お父さんもわたしも心配して捜していたので
す。」 
 



＊イエス様の本来の姿に気づいていない両親 
48 両親はイエスを見て驚き、母が言った。「なぜ
こんなことをしてくれたのです。御覧なさい。お
父さんもわたしも心配して捜していたのです。」 
49 すると、イエスは言われた。「どうしてわたし
を捜したのですか。わたしが自分の父の家にいる
のは当たり前だということを、知らなかったので
すか。」 
 
マリアが言った「お父さんもわたしも」とは「ヨセ
フもマリア自身も」と言う意味ですが 
イエス様は「わたしが自分の父の家にいるのは当
たり前だということを、知らなかったのですか。」
と答え、自分の父は「天の父」であることを伝えて
います。 
「知らなかったのですか」などと息子に言われた
らどんな気持ちになるでしょう。 
ヨセフに対して「自分の父の家」と神殿について
語るイエス様を父ヨセフはどんな気持ちで 
聞いていたでしょう。 
 
＊イエス様の言葉の意味がわからない両親 
50 しかし、両親にはイエスの言葉の意味が分か
らなかった。 
 
つまり、行方不明になって親が必死になって探し
ているというのにイエス様は神殿で語り合ってい
ると言う出来事も、それはそこがイエス様の愛す
る父の家であるということも、そこでの分かち合
いがイエス様の本当に心の潤う時間であるという
ことも両親にはわからなかったのです。 
 
彼らは無事にナザレに戻ります。イエス様は両親
に仕えます。 
52 イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに
愛された。 
 

ある意味でこれらの件は一件落着と言う感じで段
落がおわります。 
 
しかし、これら一連の出来事についてマリアは 
「これらのことをすべて心に納めていた。」 
とあるのです。 
51 それから、イエスは一緒に下って行き、ナザレ
に帰り、両親に仕えてお暮らしになった。母はこ
れらのことをすべて心に納めていた。 
 
＊「心に納めていた」と言う態度 
 
実は、私たちもわかっているようでいながら「イ
エス様のことがわからない」のではないでしょう
か。 
＊イエス様の不在に気づかない両親： 
神殿での礼拝も終わり、帰ること、旅のことなど
自分たちのことで頭がいっぱいでイエス様がどこ
におられるのか心に留めることをしないような日
常は私たちのものと近くないでしょうか。 
 
＊イエス様の知恵に気づかない両親 
＊イエス様の本来の姿に気づいていない両親 
両親はイエス様が神殿で学者たちと話し合ってい
る姿を見て驚きます。そしてイエス様にとって父
なる神について知ることがどれほど心躍ることな
のかどれほど嬉しいことなのか、また必要なこと
なのか、気づいていません。 
そういう無知は私たちの中にもあるように思いま
す。 
私たちは、イエス様を信頼することで神の子とな
る資格が与えられていると教えられています。で
は、父なる神を知ることがどれほどの喜びでしょ
う。どれほど精力的に知ろうと調べ、尋ねている
でしょう。 
私たちにとってイエス様を知ることは「父なる神
を知り、神の愛を知る」こととつながっているの



ですが、どれほどの重要案件として心に留めてい
るでしょう。 
 
＊イエス様の言葉の意味がわからない両親 
私たちは見えるもの世界に生きており、霊的な面
に関しては鈍感です。 
イエス様が語っている「父を知ることの興奮」は
両親にはピンと来ませんでした。 
私たちにはどうでしょう。 
わたしたちにも、わからないのではないかと思い
ます。 
 
それは、それで良いのだと思います。 
ただ、マリアはこれら一連の出来事を「すべて心
に納めていた。」と書かれています。 
実に謙虚な姿勢です。 
ここまでのマリアの人生はそういう出来事に満ち
ていました。 
＊受胎告知の時 
1:28 天使は、彼女のところに来て言った。 
「おめでとう、恵まれた方。主があなたと共にお
られる。」 
1:29 マリアはこの言葉に戸惑い、いったいこの
挨拶は何のことかと考え込んだ。 
＊羊飼いたちがイエス様に会いに来た時 
2:19 しかし、マリアはこれらの出来事をすべて
心に納めて、思い巡らしていた。 
 
つまり、イエス様の両親は、ことあるごとに「これ
は一体どういうことなのだろう」と思い悩み、思
いめぐらしているのです。その態度が、実はとて
も大事です。 
 
折りあるごとに「これはどういうことだろう」と
思い巡らす時間と心が重要です。それによって、
だんだんわかる事柄が増えてくるからです。 
 

マリアもヨセフも悩みながら、しっかり親として
の役割を果たし、イエス様にも仕事を与え、でき
ることを教え、きちんと息子として両親に仕える
ことを実行しています。 
 
詩篇 1篇を思い出します。 
1:1 いかに幸いなことか神に逆らう者の計らいに
従って歩まず罪ある者の道にとどまらず傲慢な者
と共に座らず 
1:2 主の教えを愛しその教えを昼も夜も口ずさむ
人。 
1:3 その人は流れのほとりに植えられた木。とき
が巡り来れば実を結び葉もしおれることがない。
その人のすることはすべて、繁栄をもたらす。 
 
主の教えを昼も夜も口ずさむというのは「思い巡
らす」と訳せる言葉だと言われています。 
マリヤの生活、イエス様のご両親の生活の土台に
なっている心は「イエス様の言動と、その言葉を
思い巡らす」ことだったと思います。 
是非、説教を聞いた後、どう言うことだったのか
なと思い巡らす時間を持ってください 
わからないから自分は能力がないとか、信仰が足
りないからわからないのだとか 
自分を責めたり、必要以上に投げやりにならない
でください。 
しずかに「こんなこともあるんだなぁ」と心に納
めて思いめぐらしてみてください。 
悩むのではなく、考えて答えを早急に求めるので
もなく思いめぐらしてほしいのです。心のどこか
に覚えていてほしいのです。 
 
祝福をお祈りします。 
関根一夫 
＊＊ 
MACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/RBpjtyZArY4  

 


